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【要約】
目的 
強迫性障害(Obsessive Compulsive Disorder: OCD)は、有病率が約 4％程
度と推定される、最も生活に支障をきたす疾患の一つであり、成人 OCD
患者の 3 分の１～半数は児童・思春期から発症している。児童・思春期
の OCD 患者に対する治療は認知行動療法(Cognitive Behavioral Therapy: 
CBT)が第一選択とされ、その有効性が実証されているが、その生物学的
作用機序は不明な点が多い。OCD では、白質線維束の微細構造異常が想
定されており、MRI の Diffusion Tensor Imaging (DTI)で OCD 患者の白質
を調査すると、健常者と比べて Fractional anisotropy (FA)値に有意な差が
ある部位があることが報告されている。本研究の目的は、児童・思春期
の OCD 患者に CBT を実施し、その前後で患者の白質の拡散異方性が変
化するかどうかを調べ、児童・思春期の OCD に対する CBT の生物学的
作用機序を明らかにすることである。 
方法 
10 歳〜16 歳の OCD 患者 9 人に対し、12〜20 セッションの CBT を行
った。強迫症状の重症度は Children’s Yale-Brown Obsessive-Compulsive 
Scale (CY-BOCS)を用いて評価した。CBT の前後で MRI を実施し、そこ
で得られた DTI から、FA マップを作成した。その FA マップを Oxford 
Centre for Functional MRI of the Brain Software Library の Tract-based spatial 
statistics で処理し、スケルトン化した FA マップに統計解析を実施した。
CBT の前後の FA のボクセル単位、順列ベースのノンパラメトリック推
論は Randomise を使用して行った。 
結果 
CBT の治療後、被験者の CY—BOCS の総得点は平均 27.4 (±7.4)から 6.9 
(±8.1)に顕著に減少した。それに伴い、DTI では右上前頭回と右下側頭
回において、CBT の治療後に FA の有意な増加を認めた。 
考察 
上前頭回は皮質-線条体-視床-皮質回路の中で感情と行動の動機付け
に重要な役割を果たしており、OCD ではその回路の障害が想定されて
いる。また下側頭回がある側頭葉も、OCD との関連が報告されている
領域である。CBT 後に、強迫症状の改善に伴ってこれらの領域の FA が
変化したことは、CBT が児童・思春期の OCD 患者の病態生理に関連す
る領域の白質に対して、影響を与えた可能性を示唆している。 
結論 
児童・思春期の OCD 患者に CBT を実施し、強迫症状の改善に伴い、
CBT 後に右上前頭回と右下側頭回において FA が有意に増加することを
見出した。これは CBT が児童・思春期の OCD 患者の病態生理に関連す
る領域の白質の微細構造に対して、影響を与える可能性を示唆している。 
